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実
施
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実
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実
施
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；
平

成
２

７
年

４
月

１
２

日
( 日
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曇
り

小
雨

 

◇◇ ◇◇
参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

；
沖

﨑
吉

信
、

畑
林

秀
味

、
大

江
加

予
子

、
山

口
泰

宏
、

 

青
木

宏
充

( 行
仙

宿
前

泊
)  
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池
郷
池
郷

池
郷

池
郷
・・ ・・
白
谷
林
道

白
谷
林
道

白
谷
林
道

白
谷
林
道
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

 

４
月

１
１

日
～

１
２

日
の

行
仙

岳
～

前
鬼

間
の

安
全

点
検

巡
視

に
出

向

く
に

際
し

て
、

車
乗

入
れ

・
回

送
の

必
要

か
ら

池
郷

林
道

の
崩

落
懸

念
箇

所

地
と

白
谷

林
道

荒
れ

具
合

が
気

に
な

り
、

４
月

８
日

( 水
) に

川
島

・
沖

﨑
で

下
見

に
出

向
い

た
。

 

池
郷

林
道

か
ら

入
っ

た
が

、
霜

や
雪

が
終

わ
っ

た
こ

の
時

期
、

毎
年

路
面

の
落

石
処

理
が

な
さ

れ
る

が
、

今
年

は
そ

の
作

業
が

処
理

済
み

で
ゲ

ー
ト

迄

７
㎞

は
、

通
常

２
０

分
強

か
か

る
が

１
７

分
で

到
着

し
た

。
 

ゲ
ー

ト
上

手
は

、
少

々
落

石
が

あ
っ

て
６

～
７

回
車

を
止

め
処

理
し

た
。

２
．

５
㎞

表
示

板
の

１
０

０
ｍ

上
手

の
崩

落
懸

念
箇

所
は

、
今

日
は

何
と

か

通
行

で
き

た
が

、
何

時
崩

落
し

て
も

お
か

し
く

な
い

状
態

で
あ

る
。

 

白
谷

側
に

つ
い

て
は

、
三

叉
路

近
く

に
重

機
が

置
か

れ
て

お
り

、
期

待
通

り
国

道
４

２
５

号
線

迄
、

車
か

ら
降

り
て

落
石

処
理

す
る

こ
と

な
く

３
３

分

で
到

着
し

た
。

翌
日

、
奈

良
森

林
管

理
所

の
篠

原
氏

と
の

電
話

で
は

、
近

く

工
事

( 崩
落

懸
念

箇
所

と
持

経
宿

か
ら

奥
の

林
道

) に
着

手
、

８
月

末
予

定
と

の
こ

と
で

あ
つ

た
。

 

行
仙
岳

行
仙
岳

行
仙
岳

行
仙
岳
～～ ～～
持
経
宿
間

持
経
宿
間

持
経
宿
間

持
経
宿
間
のの のの
点
検
結
果

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検
結
果
に
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い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
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前
日

午
前

中
、

持
経

宿
に

入
り

、
そ

の
日

行
仙

宿
ま

で
歩

い
た

青
木

君
か

ら
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
持

参
の

必
要

な
く

問
題

な
し

と
の

連
絡

が
あ

っ
て

、
当

日

は
鋸

・
鉈

持
参

す
る

も
一

度
も

使
用

す
る

こ
と

が
無

か
っ

た
。

 
従

っ
て

、

昨
年

よ
り

も
約

１
時

間
早

く
持

経
宿

に
着

い
た

。
 

た
だ

行
仙

岳
北

面
の

段
差

は
、

予
想

通
り

霜
柱

や
雨

の
為

手
直

し
が

必
要

で
あ

る
。

又
、

去
年

起
こ

し
た

石
柱

道
標

も
倒

れ
て

い
た

。
 

 

金
剛
童
子
発
見
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見
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目

六
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目

六
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平
成

１
３

年
４

月
～

１
４

年
３

月
迄

の
１

年
を

か
け

て
奈

良
教

育
委

員

会
が

行
っ

た
奈

良
県

歴
史

の
道

調
査

・
大

峯
奥

駈
道

調
査

報
告

書
に

、
怒

田

の
宿

の
金
剛
童

子
の
写
真

が
載

っ
て

い
る

が
、
以
後

い
つ

か
ら

か
判

ら
な

い

が
、

そ
の
存
在

が
確
認

出
来

な
い

。
 

行
仙

岳
北

面
段
修

理
を
皆

さ
ん

に
任
せ

、
怒

田
の

宿
へ
先

行
し
捜

し
た

。

向
っ

て
右

側
に

あ
っ

た
の

か
左

側
に

あ
っ

た
の

か
不
明

な
れ
ど

、
左

側

斜
面

を
１

０
ｍ

降
り

た
平

地
に

所
に

直
ぐ

見
つ

か
っ

た
。
文
字

よ
り

も
石

の

形
が
頭

に
入

っ
て

い
る

の
で

直
ぐ
ピ

ン
と

き
た

。
持

上
げ

て
碑
伝

の
置

か
れ

て
い

る
木

の
根
元

に
置

い
た

。
大

江
さ
ん

は
水

を
か

け
金
剛
童

子
・
左
文
字

も
は

っ
き

り
さ
せ

て
く

れ
る

。「
あ

ー
良

か
っ

た
！
」
３

年
前

の
行

仙
宿

上
に

続
き

、
昨

年
の
倶
利
伽
羅

岳
・
釈
迦
ヶ

岳
釈
迦
像
足
元

、
深

仙
香
精

水
前

、

従
来

の
持

経
宿

を
合
せ
六
体
目

と
な

る
。

今
後

、
大

峯
の

こ
と
金
剛
童

子
の

事
を
勉

強
す

る
こ

と
で

、
又

新
た

な
発

見
の
ヒ

ン
ト

が
あ

る
か

も
し

れ
な

い
。

早
速

、
森
沢
義

信
さ
ん

に
報

告
し

た
。
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倶
利
伽
羅

岳
か
転
法
輪

岳
で
昼
食

予
定

も
小

雨
が
パ
ラ

つ
い

て
き

て
平

治
宿

に
変
更

し
１

１
時

４
０

分
に

着
い

た
。

小
屋

前
の
広
場

に
テ

ン
ト

一
張



 2 

り
張

ら
れ

て
い

る
。「

お
ー

い
」
と
声

か
け

た
、
中

か
ら
「
ハ
イ
」
と
返

事
あ

る
も
顔

を
出

し
て
来

る
様

子
が

な
い

。
１

２
時

３
０

分
出
発

と
決

め
小
屋
内

で
昼
食

と
雨
対
策

を
行

い
予

定
時

間
と

な
り
玄
関

前
に

出
た

時
姿

を
見
せ

た
。

３
～

４
分

の
話

で
、
①

前
鬼

か
ら

入
山

し
今

日
で

４
日
目

。
②
熊
野
神
社

( 本

宮
大
社

の
こ

と
か

) 迄
行

く
。

 

当
方

か
ら

は
、

雨
で

あ
る

が
今

日
中

に
行

仙
宿

迄
に

行
け

、
３

時
間
半

あ

れ
ば
十

分
着

く
、
速
渡
ご
夫
婦

が
小
屋

に
お

ら
れ

、
暖

か
い
美

味
し

い
も

の

を
食
べ

さ
せ

て
く

れ
る

か
も
等

話
す

。
 

前
鬼

か
ら

平
治

宿
迄

４
日

も
か

け
て

、
え

ら
く
ゆ

っ
く

り
や

と
思

っ
た

り
、

行
仙

宿
に

水
場

が
在

る
の

か
と

か
、
熊
野
神
社

と
云

っ
た

り
事

前
調

査
は
不

十
分

と
思

っ
た

が
、

何
日

ま
で

に
本

宮
大
社

に
着

き
た

い
と

か
何

時
ま

で
に

帰
宅

の
必

要
が

あ
る

と
の
切
迫
感

は
全

く
無

か
っ

た
。

 

縦
走

に
つ

い
て
余
裕

を
持

っ
て

計
画
実

行
を
勧

め
る
立
場

と
し

て
は

、
一

人
で

気
ま

ま
に
ゆ

っ
く

り
と
雰
囲

気
の

い
い

所
で
テ

ン
ト

を
張

り
、

の
ん
び

り
歩

く
奥

駈
も

い
い

か
と
思

っ
た
位

で
あ

る
。

 

我
々

下
山
後

、
翌

日
２

１
頃

に
吉
野
警
察

か
ら

川
島
宅
へ

、
翌

々
日
朝

、

下
北

山
村
役
場

・
勝

平
課
長

か
ら

沖
﨑
宅
へ

、
そ

れ
ぞ

れ
電

話
で
家
族

か
ら

捜
索
願

い
が

出
て

い
て
「

会
わ

な
か

っ
た

か
、
知

ら
な

い
か
」

と
の

問
合
せ

が
あ

っ
た

。
年
令

、
入

山
日

な
ど
聞

く
と
彼

の
こ

と
の
様

だ
、

平
治

宿
で

の

こ
と

を
話

し
、

当
日

に
も

行
仙

宿
行

き
を
勧

め
た

。
 

も
し

そ
う

だ
っ

た
ら

行
仙

宿
で
速
渡

さ
ん

が
最

終
情

報
を
知

っ
て

い
る

は
ず

と
、
速
渡

さ
ん

に
電

話
連

絡
し

、
下

北
山
村
へ

の
電

話
番

号
を

教
え

連

絡
を

お
願

い
し

た
。

 

翌
日

の
話

で
は

、
同

日
( １

２
日

) 行
仙

宿
迄

行
き

、
速
渡
ご
夫
婦

と
同

宿
、

昼
前

に
笠
捨

山
山
頂

で
別

れ
た

と
の

事
で

あ
っ

た
。

４
月

１
５

日
付

け
「
登

山
の

３
２
才
戻

ら
ず
」
、
４

月
１

６
日
付

け
「
遭
難
男
性
自
力

で
下

山
」
の

新

聞
記

事
が

出
た

。
男
性

は
東

大
阪
市

・
無
職

・
３

２
才

と
あ

っ
た

。
 

尚
、

下
北

山
村

、
吉
野
警
察
署

か
ら

無
事

下
山

の
事

前
連

絡
が

あ
っ

た
。
 

ゆ
っ

く
り
登

山
も

い
い

が
、
家
族
へ

の
計
画
説
明

や
ト
ラ
ブ
ル

・
ア
ク
シ

デ
ン

ト
時

の
対
応

な
ど
我

々
ぐ

る
ー
ぶ
自
身

も
そ
う

だ
し

、
又

、
来

山
者

に

対
し

て
も

こ
う
云
う

こ
と

も
あ

る
な
ど

の
周
知

も
必

要
な

の
か

、
 

昨
年

の
楊
枝
ノ

宿
で
同

宿
し

た
八
尾
市

の
富

田
氏

も
同
様

な
事

が
あ

っ

て
、
捜
索
費

用
と

し
て

８
０
万
円
支
払

っ
た

と
の

話
で

あ
つ

た
。

今
頃
彼

に

も
百
万
円
位

の
請
求

書
が
届

い
て

い
る

か
も

。
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